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２
面

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
本
学
の
対
応
に
つ
い
て

３
面

令
和
２
年
３
月
卒
業
者
就
職
率

４
面

私
の“
特
別
”な
一
冊

５
面

広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰 

石
田
学
園
各
種
奨
学
生
決
定

６
面

令
和
３
年
度
学
生
募
集
要
項

　

令
和
２
年
４
月
、
経
済
学
部

（
経
済
学
科
２
８
８
名
）、
経
営

学
部
（
経
営
学
科
３
０
７
名
、

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
80
名
）、

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
（
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
85
名
、
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
57
名
）

と
大
学
院
生
７
名
が
大
学
生
活

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
４

月
１
日
に
予
定
し
て
い
た
入
学

式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
中

　

４
月
21
日
に
は
、
対
面
授
業

を
当
面
見
合
わ
せ
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
登
校
自
粛
の
長
期
化

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
学

生
の
生
活
面
も
含
め
た
学
修
環

境
を
憂
慮
し
、
本
学
独
自
の
経

済
的
支
援
と
し
て
５
つ
の
取
り

　

本
学
園
石
田
恒
夫
理
事
長

が
、「
令
和
２
年
春
の
叙
勲
」

に
お
い
て
「
旭
日
中
綬
章
※
」

を
受
章
し
た
。

　

今
回
の
受
章
は
、
学
校
法
人

石
田
学
園
広
島
経
済
大
学
の
発

展
に
寄
与
し
た
大
学
運
営
の
功

績
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本

私
立
大
学
協
会
副
会
長
や
日
本

私
立
大
学
団
体
連
合
会
代
議

員
、
文
部
科
学
省
学
校
法
人
運

営
調
査
委
員
会
委
員
な
ど
を
歴

任
し
た
私
学
振
興
へ
の
貢
献
、

及
び
広
島
県
体
育
協
会
理
事
就

任
な
ど
に
よ
る
広
島
県
ス
ポ
ー

ツ
振
興
へ
の
貢
献
な
ど
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
本
学
園
理
事
長
と

し
て
、「
地
方
の
大
学
の
大
き

な
使
命
は
、
次
代
を
担
う
人

材
の
教
育
に

あ
る
」
と
の

強
い
信
念
の

も
と
、
地
域

に
貢
献
し
愛

さ
れ
る
大
学

で
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
、

大
学
運
営
に

力
を
注
い
で

い
く
。

※
国
家
又
は

公
共
に
対
し

功
労
の
あ
る
者
の
う
ち
、
功
績

の
内
容
に
着
目
し
、
顕
著
な
功

績
を
挙
げ
た
者
に
授
与
さ
れ

る
。

　

５
月
７
日
、
前
期
授

業
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
」
で
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
、
６
月
２
日

に
は
前
期
の
授
業
を
全

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

こ
と
が
決
定
し
た
。
大

学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
実
施
が
全
国
的
に
進

ん
で
お
り
、
録
画
型
配

信
授
業
や
ビ
デ
オ
会
議

ツ
ー
ル
で
の
対
話
型
授

業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

本
学
で
も
学
生
の
た

め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
Ｈ
Ｕ
Ｅ 

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

や
、
本
学
独
自
の
学
修

管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｅ
ｄ
ｕ
Ｔ
ｒ

ａ
ｃ
ｋ
」
を
使
用
し
て
録
画
型

配
信
授
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、

ゼ
ミ
な
ど
の
少
人
数
授
業
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル

「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ
ｅ

ａ
ｍ
ｓ
」
を
使
用
し
て
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
対
話
型
授
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　

西
村
香
澄
さ
ん
（
経
済
学
科

３
年
・
広
島
県
／
広
島
井
口
高

校
出
身
）
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
始
ま
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
授
業
で
使
用

す
る
資
料
を
印
刷
す
る
の
が
大

変
な
の
で
、
自
分
で
ノ
ー
ト

に
書
き
写
し
て
ま
と
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
授
業
へ
の

理
解
度
が
増
し
ま
し
た
。ま
た
、

ゼ
ミ
の
先
生
が
体
調
や
課
題
提

出
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ

る
の
が
嬉
し
く
、
頑
張
る
力
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

新
入
生
の
渚
美
空
さ
ん
（
経

営
学
科
１
年
・
愛
媛
県
／
伊
予

高
校
出
身
）
は
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
質
問
で
き
、
す
ぐ
に
疑
問
が

解
決
で
き
る
の
が
い
い
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
課

題
提
出
な
ど
に
不
安
も
あ
り
ま

す
が
、
同
級
生
と
連
絡
を
取
り

合
っ
て
教
え
て
も
ら
い
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
友
達
と
キ
ャ
ン
パ

ス
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
後
期

か
ら
の
授
業
が
楽
し
み
で
す
」

と
今
後
の
学
生
生
活
へ
の
意
欲

も
高
い
。

　

教
員
は
学
生
に
よ
り
良
い
授

業
を
届
け
る
べ
く
、
全
力
を
注

い
で
い
る
。

　

経
済
学
科 

竹
林
栄
治
准
教

授
は
、「
対
話
型
授
業
で
も
、

個
人
で
作
業
す
る
時
間
と
グ

ル
ー
プ
で
作
業
す
る
時
間
な
ど

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
学
生
の
集

中
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
授
業
終

了
後
も
質
問
に
答
え
る
な
ど
学

生
が
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

時
間
を
惜
し
ま
ず
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
」と
熱
意
を
語
っ
た
。

　

教
養
教
育
部 

濵
田
敏
彦
教

授
は
、「
授
業
で
は
教
員
と

学
生
、
学
生
同
士
の
『
熱
』

や
『
思
い
』
を
感
じ
な
が
ら

進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

チ
ャ
ッ
ト
や
声
だ
け
で
は

学
生
の
『
思
い
』
を
量
り
き

れ
な
い
の
で
、
ゼ
ミ
な
ど
の

対
話
型
の
授
業
で
は
、
学
生

の
顔
を
見
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
発
問
を
し
た
り
、
鼓
舞

激
励
し
た
り
し
て
学
生
の

発
言
を
促
し
、
双
方
向
で
進

め
る
こ
と
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の

特
性
を
い
か
し
つ
つ
、
学
生
参

加
型
の
楽
し
い
授
業
づ
く
り
を

工
夫
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
そ
の
課
題

に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
う
ち
、

録
画
型
配
信
授
業
に
つ
い
て

は
、
学
生
が
繰
り
返
し
見
て
復

習
も
で
き
、
疑
問
点
は
チ
ャ
ッ

ト
で
質
問
で
き
る
。
教
員
側
は

学
生
の
授
業
視
聴
の
有
無
や
課

題
提
出
状
況
も
わ
か
る
た
め
、

学
修
の
進
捗
を
把
握
し
な
が
ら

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
今
後
も

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
限
に
活
か
し
、
対
面
で

の
授
業
と
同
等
の
教
育
効
果
を

上
げ
る
べ
く
、
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

止
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

入
学
と
い
う
第
一
歩
が
新
入
生

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
節

目
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
慎

重
に
検
討
を
重
ね
、
ゼ
ミ
ご
と

の
少
人
数
で
行
う
「
入
学
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
国
の

修
学
支
援
新
制
度
説
明
会
」「
新

入
留
学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
実

施
し
た
。

　

当
日
は
全
員
に
マ
ス
ク
着
用

を
義
務
付
け
、
会
場
の
入
口
に

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
ス

プ
レ
ー
を
設
置
し
た

ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
も
安
心
し
て
乗

車
で
き
る
よ
う
に
下

祇
園
バ
ス
停
で
は
乗

車
前
の
消
毒
を
促
す

な
ど
、
感
染
予
防
を

徹
底
し
た
。

　

入
学
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

本
来
で
あ
れ
ば
入
学

式
で
式
辞
と
し
て

送
ら
れ
る
予
定
だ
っ

た
小
谷
幸
生
学
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
文
書

で
配
付
し
、
大
学
生

活
を
ス
タ
ー
ト
す
る

新
入
生
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
そ
の
後
、

ゼ
ミ
担
当
教
員
や
ゼ

ミ
生
同
士
の
自
己
紹

組
み
を
開
始
し
た
。

1
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
修
学

支
援
金
」

　

前
期
授
業
料
・

施
設
費
・
諸
納
付

金
を
納
入
し
た
学

生
を
対
象
に
、
下

宿
学
生
に
は
５
万

円
、
自
宅
通
学
生

に
は
３
万
円
、
大

学
院
生
に
は
３
万

円
を
給
付
す
る
こ

と
を
決
め
、
５
月

末
に
は
対
象
者
全
員
へ
の
給
付

が
完
了
し
た
。

2
「
緊
急
生
活
支
援
貸
与
奨
学

金
（
無
利
子
貸
付
、
据
置
期
間

１
年
）」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
家
計
が
急
変

し
た
学
部
生
・
大
学
院
生
を
対

象
に
、
上
限
10
万
円
を
１
年
間

無
利
子
で
貸
付
す
る
奨
学
金
を

創
設
し
、
５
千
万
円
の
予
算
を

投
じ
た
。

3
「
２
０
２
０
年
度
前
期
学
費

の
納
入
期
限
の
延
長
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
家
計
が
急
変

し
た
学
部
生
・
大
学
院
生
を
対

象
と
し
て
、
今
年
度
前
期
学
費

の
納
入
期
限
を
約
１
ヵ
月
間
延

長
し
た
。

4
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
受
講
に

関
す
る
支
援
（
パ
ソ
コ
ン
の
貸

与
）」

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
講
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
困

難
な
学
部
生
・
大
学
院
生
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
を
無
償
で
貸
与
す
る

支
援
を
行
っ
た
。

5
「『
広
経
大
生
活
応
援
パ
ッ

ク
』
の
送
付
」

　

帰
省
を
自
粛
し
、
心
細
い

思
い
を
し
て
い
る
下
宿
生

に
対
し
て
、
お
米
や
レ
ト
ル

ト
食
品
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
、
教
職
員
が
学
生
の
こ
と

を
考
え
て
セ
レ
ク
ト
し
た

食
材
が
詰
ま
っ
た
小
包
「
広

経
大
生
活
応
援
パ
ッ
ク
」
を

発
送
し
た
。
専
用
フ
ォ
ー
ム

か
ら
の
申
込
制
で
希
望
者

を
募
り
、
１
週
間
で
２
０
０

名
以
上
、
締
め
切
り
ま
で
に

５
３
６
名
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。
６
回
に
分
け
て
発
送

し
、
６
月
上
旬
に
は
全
員
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

受
け
取
っ
た
明
代
大
弥
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年
・

山
口
県
／
光
高
校
出
身
）
か

ら
、「
こ
ん
な
に
大
き
な
ダ
ン

ボ
ー
ル
が
届
く
と
は
予
想
外
で

し
た
。
一
人
暮
ら
し
に
助
か
る

も
の
ば
か
り
で
本
当
に
嬉
し
い

で
す
」
と
喜
び
と
感
謝
の
声
が

届
い
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
は
、
本
学

同
窓
会
も
賛
同
し
、
資
金
面
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
小
包
に
は
小

谷
幸
生
学
長
と
竹
村
雅
之
同
窓

会
会
長
の
連
名
で
し
た
た
め
た

手
紙
が
添
え
ら
れ
、「
こ
の
難

局
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
学
生
を
勇
気
づ
け

た
。

介
な
ど
を
実
施
。
新
入
生
に

と
っ
て
は
、
共
に
学
び
合
う
仲

間
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

　

新
入
生
の
竹
井
工
晟
さ
ん

（
経
営
学
科
１
年
・
山
口
県
／

野
田
学
園
高
校
出
身
）
は
、「
入

学
式
が
中
止
に
な
っ
て
友
達
が

で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
入

学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
学

生
同
士
話
が
で
き
る
機
会
が

あ
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
の

後
の
学
生
生
活
は
初
め
て
の
こ

と
ば
か
り
で
し
た
が
、
仲
良
く

な
っ
た
友
達
と
連
絡
を
取
り
合

い
、
お
互
い
に
わ
か
ら
な
い
こ

と
を
確
認
し
合
い
な
が
ら
新
生

活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
行
事
は
多
く
の
方
々
の
協

力
の
も
と
無
事
に
終
了
し
、
新

入
生
に
と
っ
て
貴
重
な
１
日
と

な
っ
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
急
激
な
速
さ
で
世
界
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
た
。
本
学
で
は
、
学

生
・
教
職
員
の
安
全
を
第
一
に
考
え
る
と
と
も
に
、
大
学
生
活
が
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
学
生
た
ち
の
た
め
に
「
何
が
で
き
る
の
か
」
を
考
え
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
変
わ
る
大
学
生
活
を

教
職
員
が
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

小包と同封されていた手紙を読む学生

学生たちのもとに届けられた「広経大生活応援パック」

各ゼミに分かれ説明等を聞く新入生たち

「
入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
等
を
実
施

「
入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
等
を
実
施

経
済
的
支
援
で
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

経
済
的
支
援
で
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
開
始

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
開
始

すべてすべてはは学生のために学生のために
－  コ ロ ナ 禍 で 模 索 す る 新 し い カ タ チ  －－  コ ロ ナ 禍 で 模 索 す る 新 し い カ タ チ  －

石
田
恒
夫
理
事
長
が
、

石
田
恒
夫
理
事
長
が
、

令
和
２
年
春
の
叙
勲「
旭
日
中
綬
章
」を
受
章

令
和
２
年
春
の
叙
勲「
旭
日
中
綬
章
」を
受
章石田恒夫理事長

オンラインで演習の授業をする様子

「EduTrack」を使用して授業を録画する竹林准教授
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2020年1月30日
●�新型コロナウイルス関連肺炎に関する注意喚起
2020年2月4日
●��不要不急の海外渡航の中止及び延期を要請
2020年2月21日
●��小谷幸生学長を本部長とする「新型コロナウイルス危機対策本部」を設置
●��不要不急の海外渡航の中止及び延期を要請
●��3月31日までの間、合宿等のゼミ活動の中止または延期を要請
●��3月31日までの間、課外活動団体等（部、サークル、興動館プロジェクト等）が
主催する活動の中止または延期を要請
2020年2月27日
●��学位記授与式（3月16日）出席予定者の再検討及び式典内容の簡素化による実施を決定
●��広島経済大学卒業謝恩会（3月16日）中止を決定
2020年3月27日
●�新入生セミナー（4月4日～ 9日）中止を決定
2020年3月30日
●�令和２年度入学式（4月1日）式典中止を決定
2020年3月31日
●�諸活動の中止または延期（4月30日まで）を強く要請
合宿等のゼミ活動、課外活動団体等（部、サークル、興動館プロジェクト等）が主催する活動、歓迎会（コンパ等）等
2020年4月1日
●�前期授業開始日を4月27日まで繰り下げを決定
●�学生の登校自粛を要請
4月4日～ 4月26日までの期間、不要不急の登校を中止
●�学生活動の停止
4月4日～ 4月26日までの期間、課外活動（部、サークル、興動館プロジェクト等）を停止
2020年4月13日
●�前期授業開始についてオンライン授業を決定
対面による授業は、5月7日から開始。一部の対面によらない授業（オンライン授業等）は、
4月27日より開始。前期授業の終了は8月5日とする。
●�登校自粛期間及び学生活動の停止の延長（5月6日まで）を決定
2020年4月21日
●�前期授業開始について指針を決定
入門ゼミ、演習Ⅰ・Ⅱの授業（オンライン授業等）は、予定通り4月27日より開始。
その他の科目の授業は、対面授業を当面見合わせる。
オンライン等で行い、5月7日より開始。前期授業の終了は8月5日とする。
●�登校自粛期間及び学生活動の停止の延長要請
●�2020年度第1回オープンキャンパス（6月14日）開催の見合わせ、延期を決定
2020年4月27日
●�オンライン授業開始（入門ゼミ、演習Ⅰ・Ⅱ）
2020年5月1日
●�学生への経済的支援を決定
・新型コロナウイルス感染症拡大に伴う修学支援金
・緊急生活支援貸与奨学金（無利子貸付、据置期間1年）
・2020年度前期学費の納入期限の延長
・オンライン授業受講に関する支援（パソコンの貸与）
・「広経大生活応援パック」の送付
2020年5月7日
●�前期授業の本格開始にあたって在学生に向けて小谷幸生学長からのメッセージを配信
●�前期授業（入門ゼミ、演習Ⅰ・Ⅱ以外）オンライン授業開始
2020年5月28日
●�登校禁止（自粛）の一部解除を決定
6月1日より図書館等の一部施設を事前予約制で利用が可能に
2020年6月2日
●�前期授業についてオンライン授業の継続を決定
前期の対面授業実施を断念し、原則すべての授業をオンラインで実施
2020年6月9日
●�新型コロナウイルス感染症に対する広島経済大学の行動指針及びレベルの判断基準を策定
現在「2」と発表
●�2020年度第2回、第3回オープンキャンパス（7月25日、26日）開催中止を決定
2020年6月19日
●�一部の課外活動開始
「活動に際してのチェック項目」を厳しく設け、試験的に開始
2020年6月22日
●�県外への移動等の取り扱いについて
2020年6月23日
●�後期全科目対面授業開始の決定
2020年7月13日
●�7月10日以降の県外への移動等の取り扱いについて

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
を
受
け
て
の
登
校
自
粛

期
間
中
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
が
「
今
で
き
る
こ
と
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
例
年
で
あ
れ

ば
入
学
式
を
終
え
た
あ
と
「
学

友
会
に
よ
る
部
・
サ
ー
ク
ル
紹

介
」
が
実
施
さ
れ
る
。
だ
が
今

年
度
は
、
紹
介
や
中
庭
で
の
勧

誘
活
動
が
中
止
と
な
り
、
新
入

生
た
ち
は
先
輩
た
ち
の
様
子
や

部
・
サ
ー
ク
ル
内
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
学
友
会

の
学
生
た
ち
は
、
そ
う
い
っ
た

新
入
生
た
ち
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を

考
え
、
各
部
・
サ
ー
ク
ル
に
呼

び
か
け
、
動
画
で
の
紹
介
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
募
り
新
入
生
た
ち
が

学
生
た
ち
が
自
ら
考
え
た

学
生
た
ち
が
自
ら
考
え
た

「
今
で
き
る
こ
と
」

「
今
で
き
る
こ
と
」

正門に設置された入講禁止の看板

座席数を減らし一部利用が可能となった図書館

席を区切るためビニールシートを設置（入試広報センター）

飛沫感染防止をしながらの学生対応（学務センター）

4 名掛けのテーブルを 1 名掛けとしたフリースペース

学
修
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｅ
ｄ
ｕ

Ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｋ
」
か
ら
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
学
生
会
「
こ
ま

ち
会
」
で
は
、
新
入
女
子
学
生

歓
迎
会
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
。

「
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
で
き
な
い

が
、何
か
活
動
が
で
き
な
い
か
」

と
学
生
た
ち
が
考
え
、
公
式
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か
ら
こ
ま
ち
会

ス
タ
ッ
フ
の
「
お
う
ち
タ
イ
ム

の
過
ご
し
方
」
を
配
信
し
た
ほ

か
、
新
入
女
子
学
生
の
た
め
に

こ
ま
ち
会
紹
介
動
画
の
作
成
を

行
っ
た
。

　

興
動
館
で
は
、
６
月
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
限

定
し
た
開
館
が
許
可
さ
れ
た
が

本
来
の
活
動
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
メ
ン
バ
ー
勧
誘
の
た
め

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
内
容

を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
興
動
館

ウ
ィ
ー
ク
」
が
中
止
と
な
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
「
Ｍ

ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
ｓ
」
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
説
明
会
の
企
画
が
立
ち
上

が
っ
た
。
準
備
を
進
め
て
き
た

伊
澤
慶
さ
ん
（
経
済
学
科
２

年
・
神
奈
川
県
／
鶴
嶺
高
校
出

身
）
は
「
私
自
身
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
す
る
決
め
手
と
な
っ

た
の
が
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
興
動

館
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。
実
際
に

活
動
し
て
い
る
先
輩
の
言
葉
に

は
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
人

の
温
か
み
を
感
じ
て
つ
な
が
る

こ
と
の
大
切
さ

が
わ
か
り
ま
し

た
。
実
際
に
活

動
し
て
い
る
先

輩
の
話
を
聞
い

て
、
こ
れ
か
ら

の
充
実
し
た
大

学
生
活
を
思
い

描
い
て
ほ
し
い

で
す
」
と
力
強

く
語
っ
た
。

　

学
生
た
ち

は
、
通
常
の
学

生
生
活
を
送
る

こ
と
は
で
き
て

い
な
い
。だ
が
、

も
て
る
力
を
最

大
限
に
発
揮

し
、
互
い
に
励

ま
し
合
お
う
と

す
る
姿
に
は
、

ま
さ
に
建
学
の
精
神
“
和
を
以

て
貴
し
と
為
す
”
の
精
神
が
表

れ
て
い
る
。

ソーシャルディスタンスを保ち会議をする学生たち（興動館）

新型コロナウイルス新型コロナウイルス
感染症に関する感染症に関する
本学の対応について本学の対応について

※ 2020 年 7 月 15 日現在
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
は
、
企
業
の
採
用
活

動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
ま
ず
、
学
生
の

就
職
活
動
の
動
向

を
把
握
す
る
た
め
、

登
校
自
粛
が
決
定

し
た
直
後
に
Ｗ
ｅ

ｂ
で
４
年
次
生
を

対
象
と
し
た
「
学

生
動
向
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
が
な

か
っ
た
学
生
や
就

職
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
な
い
学
生

に
は
電
話
で
の
個

別
相
談
を
行
っ
た
。

次
に
、
企
業
の
採
用
活
動
の
動

向
を
把
握
す
る
た
め
１
０
０
社

以
上
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

今
後
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

採
用
予
定
人
数
の
変
動
、
本
学

で
実
施
す
る
学
内
合
同
企
業
説

明
会
へ
の
参
加
の
意
思
な
ど
情

報
収
集
を
徹
底
し
、
得
ら
れ
た

採
用
情
報
は
学
生
た
ち
へ
提
供

し
て
い
る
。
登
校
自
粛
に
よ
り

受
け
取
り
が
困
難
な
「
卒
業
見

込
証
明
書
」
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
が
証
明
書
発
送
を
担
当

し
て
い
る
教
務
課
と
連
携
し
て

郵
送
す
る
な
ど
、
学
生
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
き
め

細
か
な
取
り
組
み
の
甲
斐
も
あ

り
、
６
月
時
点
で
の
就
職
活
動

者
の
割
合
は
前
年
度
と
同
等
数

ま
で
増
加
し

た
。

　

キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で

は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議

ツ
ー
ル
「
Ｍ

ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ

ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ

ｅ
ａ
ｍ
ｓ
」

を
学
内
で
い

ち
早
く
導
入

し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
就
職

相
談
や
模
擬
面
接
を
実
施
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
採
用
活
動
が
主

流
と
な
っ
て
お
り
、
最
終
面
接

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、
既

に
内
定
報
告
も
届
い
て
い
る
。

一
方
で
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除

後
は
最
終
面
接
を
対
面
で
行
う

企
業
も
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
見
通
し
の
立
た
な
い
状
況

の
中
で
も
、
学
生
た
ち
の
不
安

を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
っ
か
り
と
背
中
を
押
し

て
い
く
。

　

３
年
次
生
に
は
学
修
管
理
シ

ス
テ
ム「
Ｅ
ｄ
ｕ
Ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｋ
」

を
通
じ
て
新
３
年
次
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
、
全
学

生
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
閲
覧
状
況
を

把
握
し
て
就
職
活
動
へ
の
意
欲

向
上
に
力
を
注
い
で
い
る
。
さ

ら
に
、
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
変

化
す
る
就
職
活
動
の
現
状
を
保

護
者
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く「
保
護
者
対
象
就
職
説
明
会
」

を
毎
年
６
会
場
で
開
催
し
て
い

た
が
、
今
年
度
は
動
画
で
の
配

信
を
行
っ
た
。

　

学
生
た
ち
の
大
学
卒
業
後
の

人
生
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
、
本
学
は
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
惜
し
ま
ず
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ
る
就
職
活
動
の
あ
り
方
と

進
化
し
続
け
る
本
学
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

　

令
和
２
年
３
月
卒
業
者
の
就

職
率
は
99
・
４
％
（
就
職
希
望

者
）
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
も

０
・
８
ポ
イ
ン
ト
高
い
結
果
と

な
っ
た
。
昨
年
に
増
し
て
第
一

志
望
の
企
業
や
上
場
企
業
へ
の

内
定
報
告
が
多
く
届
い
て
お

り
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
意
欲

的
に
就
職
活
動
に
臨
ん
だ
結
果

【令和２年度】資金収支予算書  � （単位：円）

収入の部 支出の部
科　目 予　算 科　目 予　算

学生生徒等納付金収入 3,029,100,000 人件費支出 2,145,900,000
手数料収入 67,000,000 教育研究経費支出 793,300,000
寄付金収入 1,000,000 管理経費支出 315,400,000
補助金収入 250,300,000 借入金等利息支出 0
　国庫補助金収入 250,000,000 借入金等返済支出 0
　地方公共団体補助金収入 300,000 施設関係支出 158,800,000
資産売却収入 850,000,000 設備関係支出 91,400,000
付随事業・収益事業収入 51,000,000 資産運用支出 1,351,900,000
受取利息・配当金収入 250,000,000 その他の支出 24,200,000
雑収入 39,000,000 （予備費） 100,000,000
借入金等収入 0 資金支出調整勘定 △ 21,000,000
前受金収入 603,100,000 翌年度繰越支払資金 603,100,000
その他の収入 40,200,000
資金収入調整勘定 △ 623,100,000
前年度繰越支払資金 1,005,400,000

収入の部　合計 5,563,000,000 支出の部　合計 5,563,000,000

【令和２年度】事業活動収支予算書  � � （単位：円）
科　目 予　算 科　目 予　算

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 3,029,100,000

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額 10,000,000
手数料 67,000,000 その他の特別収入 3,000,000
寄付金 0 特別収入計 13,000,000
経常費等補助金 250,300,000 事

業
活
動
支
出
の
部

資産処分差額 400,000
　国庫補助金 250,000,000 その他の特別支出 0
　地方公共団体補助金 300,000 特別支出計 400,000
付随事業収入 16,000,000 特別収支差額 12,600,000
雑収入 39,000,000 （予備費） 50,000,000
教育活動収入計 3,401,400,000 基本金組入前当年度収支差額 △ 294,600,000

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 2,168,400,000 基本金組入額合計 △ 252,000,000
教育研究経費 1,424,400,000 当年度収支差額 △ 546,600,000
管理経費 350,800,000 前年度繰越収支差額 △ 2,003,100,000
徴収不能額等 0 基本金取崩額 0
教育活動支出計 3,943,600,000 翌年度繰越収支差額 △ 2,549,700,000
教育活動収支差額 △ 542,200,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

受取利息・配当金 250,000,000 （参考）
その他の教育活動外収入 35,000,000 事業活動収入計 3,699,400,000
教育活動外収入計 285,000,000 事業活動支出計 3,994,000,000

事
業
活
動
支
出
の
部

借入金等利息 0
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 0

教育活動外収支差額 285,000,000
経常収支差額 △ 257,200,000

【令和元年度】資金収支計算書  企業会計のキャッシュフロー計算書に類似するもので、当該年度におけるすべての収入及び支出の内容と支払資金（現金預金）の収入及び支出のてん末を明らかにするためのものです。�（単位：円）

収入の部 支出の部
科　目 決　算 科　目 決　算

学生生徒等納付金収入 2,931,729,200 人件費支出 1,950,166,924 
手数料収入 81,641,894 教育研究経費支出 779,065,225 
寄付金収入 1,188,000 管理経費支出 295,147,269 
補助金収入 287,182,337 借入金等利息支出 0 
　国庫補助金収入 286,890,933 借入金等返済支出 0 
　地方公共団体補助金収入 291,404 施設関係支出 271,886,400 
資産売却収入 1,674,284,868 設備関係支出 108,952,419 
付随事業・収益事業収入 50,956,520 資産運用支出 1,461,781,993 
受取利息・配当金収入 271,997,659 その他の支出 41,120,759 
雑収入 65,509,180 資金支出調整勘定 △ 32,344,053
借入金等収入 0 翌年度繰越支払資金 1,575,352,540 
前受金収入 535,416,920
その他の収入 288,756,320
資金収入調整勘定 △ 629,470,691
前年度繰越支払資金 891,937,269

収入の部　合計 6,451,129,476 支出の部　合計 6,451,129,476

【令和元年度】事業活動収支計算書  企業会計の損益計算書に類似するもので、当該年度の事業活動収入及び事業活動支出の内容を経常的収支及び臨時的収支に区分して表示し、それぞれの収支状況を把握したものです。�（単位：円）

科　目 決　算 科　目 決　算

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 2,931,729,200

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額 10,076,659
手数料 81,641,894 その他の特別収入 15,025,492
寄付金 0 特別収入計 25,102,151
経常費等補助金 275,617,404 事

業
活
動
支
出
の
部

資産処分差額 265,313,606
　国庫補助金 275,326,000 その他の特別支出 0
　地方公共団体補助金 291,404 特別支出計 265,313,606
付随事業収入 15,956,520 特別収支差額 △ 240,211,455
雑収入 65,509,180 基本金組入前当年度収支差額 △ 260,802,411
教育活動収入計 3,370,454,198 基本金組入額合計 △ 178,492,822

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 1,962,313,577 当年度収支差額 △ 439,295,233
教育研究経費 1,407,908,831 前年度繰越収支差額 △ 1,104,372,336
管理経費 327,820,405 基本金取崩額 0
徴収不能額等 0 翌年度繰越収支差額 △ 1,543,667,569
教育活動支出計 3,698,042,813
教育活動収支差額 △ 327,588,615 （参考）

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

受取利息・配当金 271,997,659 事業活動収入計 3,702,554,008
その他の教育活動外収入 35,000,000 事業活動支出計 3,963,356,419
教育活動外収入計 306,997,659

事
業
活
動
支
出
の
部

借入金等利息 0
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 0
教育活動外収支差額 306,997,659
経常収支差額 △ 20,590,956

貸借対照表（令和２年３月31日） ３月末現在の財産状況を明らかにしたものです。� （単位：円）

資産の部 負債の部
科　目 令和元年度末 科　目 令和元年度末

固定資産 43,872,352,458 固定負債 830,718,596
　有形固定資産 22,485,813,930 　　退職給与引当金 830,718,596
　　うち土地 4,110,212,384 流動負債 601,334,257
　　うち建物 12,051,158,807 　　うち前受金 535,416,920
　　うち教育研究用機器備品 260,841,708 負債の部　合計 1,432,052,853
　　うち図書 5,491,368,673 純資産の部
　特定資産 9,824,471,293 科　目 令和元年度末
　　うち第２号基本金引当特定資産 8,500,000,000 基本金 45,601,476,893
　　うち第３号基本金引当特定資産 1,195,000,000 繰越収支差額 △ 1,543,667,569
　その他の固定資産 11,562,067,235 純資産の部　合計 44,057,809,324
流動資産 1,617,509,719 負債及び純資産の部　合計 45,489,862,177
　　うち現金預金 1,575,352,540

資産の部　合計 45,489,862,177

学生生徒等納付金
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事業活動収入の構成比率 事業活動支出の構成比率 事業活動収入の構成比率 事業活動支出の構成比率
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コ
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ナ
禍
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強
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推
進

コ
ロ
ナ
禍
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就
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に
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揺
ぎ
な
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強
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推
進

と
言
え
る
。
ま
た
、
公
務
員

に
な
る
夢
を
叶
え
た
学
生
も
多

く
、
公
務
員
試
験
の
１
次
試
験

合
格
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で

あ
っ
た
。
そ
の
75
・
８
％
が
本

学
の
公
務
員
養
成
講
座
の
受
講

生
で
あ
り
、
本
学
の
サ
ポ
ー
ト

と
学
生
た
ち
の
努
力
が
素
晴
ら

し
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。

　

本
学
で
は
、
自
分
の
将
来
を

切
り
開
こ
う
と
す
る
学
生
の
高

い
意
欲
に
応
え
、
一
人
ひ
と
り

の
希
望
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
本
学
独
自

の
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
の
就

職
支
援
を
徹
底
。
学
生
に
と
っ

て
最
良
の
企
業
へ
の
就
職
や
希

望
す
る
進
路
の
実
現
を
目
指
し

て
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
姿
勢

は
、
現
４
年
次
生
が
直
面
し
て

い
る
コ
ロ
ナ
禍
の
就
職
活
動
に

お
い
て
も
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な

い
。

公務員現役合格状況
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学
生
の
思
い
に
寄
り
添
い
支
え
る
就
職
支
援
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　著者はインドのデリーからイギリスのロンドンまでを乗合
バスで旅しようと決意し、約１年間かけて目的地にたどり着
きます。私がこの本に出会ったのは20代後半の頃でしたが、
世間一般の価値観を押しつけられているようで、毎日繰り返
される日常への息苦しさを感じていました。そんなときにこ
の本を読み、「真剣に酔狂なことをする」（乗合バスで外国を
１年もかけて旅するなんて、普通の人は思いつきません）著
者に強く惹かれました。異国の地で見知らぬ人たちと出会い、
さまざまなことを経験し、そして自由に行動する著者の姿は、
今も私を支えてくれる大きな力になっています。
　著者のように、時間に縛られずに外国を自由に旅するのは、
なかなか真似できることではありませんが、この本を読めば、旅の持つ魅力に触れることができるはずです。旅
に出たいと思っていても、その一歩が踏み出せない人は、ぜひ読んでみてください。世界には自分の知らないこ
とがいくつもあり、多くの発見が待っています。「恐れずに。しかし、気をつけて」さあ、旅に出よう！

旅に出よう！
――『深夜特急』沢木耕太郎（著） 新潮社

法人部　向井岳司　次長

理想の日常
――『わたしたちは銀のフォークと薬を手にして』

島本理生（著） 幻冬舎

本永彩乃さん　経営学科２年・山口県／山口中央高校出身

私の

 “特別”な
     一冊

　本学の教職員・学生から「私の“特

別”な一冊」を教えてもらいまし

た。“特別”な一冊は何度読み返し

ても元気になり、心を豊かにしてく

れます。今皆さんが抱えている苦

しさや悩みを解消する力があるか

もしれません。読書を通じてドキ

ドキしたり、ワクワクしたり、楽し

みながら人生の捉え方を考えるヒ

ントにしてみてください。

　私がこの本を読んだのは 50 年近く前です。戦没学生のことは中
学生のときから知っていましたが、実際に本を手に取ったのは 20
歳の頃でした。当時の自分と同じ年代の多くの若者が学業の志半ば
に戦地に赴き、愛する者たちの幸せを祈りながら自らの命を国に捧
げたことに、深く感銘を受けました。文章から溢れ出る家族や恋人
への細やかな心遣いと思慕の情に心打たれ、彼らの学問への真摯
な姿勢と教養の深さとに圧倒されました。
　この本は、ぼんやりと毎日を過ごしている人に、ぜひ読んでいた
だきたい一冊です。この本を通して、自分がどれだけ恵まれている
かを知り、もし有意義な時間を過ごしていないのなら、若くして亡
くなった彼らに対して申し訳ないという気持ちになるのではないで
しょうか。限りある時間を懸命に生きてきた若者たちの心情に触れ
ることは、自分自身と向き合うまたとない機会になることでしょう。

　この本に出会ったのは18 歳
のとき、高校野球を引退した直
後の頃です。自分の意思や意見
を貫き通すことや争いごとは絶
対に引かないことが美徳のよう
に勘違いしていた当時の私に、
この本は多くのことを教えてくれ
ました。例えば、「常に人の立場
になって考えることや、できる限
り相手のプライドを傷つけない
行動をすることで、相手も自分
を理解してくれること」は自分に
とって大きな学びとなりました。
また、本学硬式野球部の監督を
務めていたときには、「人に重要
感を持たせること（あなたが重

要であることを伝え、自覚させること）」が人を輝かせるうえでどれほど大切
かを実感し、実践で活かすことを心掛けました。かつての私のように、自己
中心的で自己満足だけの生き方なんてつまらないものです。自己中心的思
想から抜け出したい人や、自分の立ち位置や行動に迷い、良好な人間関係
を築きたい人におすすめです。

　この本に出会ったのは 20 代前半、大学院で学ぶ学生でした。この本を
読んで、「謎解き」こそ読書の醍醐味のひとつであると知りました。平和で
理想的な庶民の生活をそのまま描いたと思っていた「サザエさん一家」が、
実は夜逃げ同然に福岡から上京
してきたなんて！マスオさんは
大阪の実家との間に深い確執
があったなんて！みんな「家族ら
しさ」を演じていたなんて！　
そんなの知っていたサザエさん
じゃない！という驚きと発見に
出会える本です。「なぜだろう？」
「どうなってしまうのだろう？」
と、ドキドキ、ワクワク謎解き
をしたい人におすすめです。
　わからなかったことがわかる
ようになる、知りたかったこと
を知ることができる、当たり前
だと思っていたことが当たり前
じゃなくなる。これは、最高に
楽しいことではないでしょうか。

　この本を読んだのは大学１年生のときです。この本に出会う以前に、著者
の植田絋栄志さんに直接お話を伺う機会があり、パワフルな人柄とユニー
クな発想、そして歩んで来られた人生に衝撃を受けました。植田さんは、ス
リランカで象の排泄物を活用した再生紙をビジネス化したり、田舎で出版社

を起業したりされており、私が目
標とする起業家の一人です。私は
将来、シェアハウスを併設した出
版社を地方で起業したいと思って
います。この本を読んで、失敗を
恐れずチャレンジすることへの勇
気をもらいました。やみくもに突き
進むのではなく、勉強できること
はできるうちにしておくことや、挑
戦には資金も大切だということ、
そして「今」を無駄にしないことな
どを学びました。
　何かに思い悩んだときや、何か
をあきらめそうになったときなど
に読んで欲しい一冊です。

　この本では、始めから終わりまで、登場人物たちがそれぞれの大
切な人とおいしいご飯を食べるシーンだけで話が進んでいきます。幸
せな気持ちやドキドキ感だけでなく、苦しい場面もある大人の恋愛を
描いた小説です。非現実的な恋愛ではなく、現実に起こり得る苦し
いことや辛いことも描かれていますが、読んでいる間、私はずっと幸
せな気持ちでした。
　この本との出会いは、今年の春です。外出自粛期間中で授業もま
だ始まっていなかったため、久々に本を読もうと思って手に取りまし
た。私は気持ちが乗らないと集中力を保てず、読み進めることがで
きないことがありますが、すらすらと読めて「本ってやっぱりいいな。
次は何を読もうかな」と思わせてくれました。これをきっかけに、そ
の後の１ヵ月半で23冊もの本を読みました。この本は、久々に読書

を始めようと思う人への１冊目としてもおすすめです。また、恋愛ドラマや小説は好きだけど「そんなの現実では
起こらないよ」と思う人や、おいしそうなご飯の描写がある小説を読みたい人にもぜひ手にしてほしい本です。

漠然と日を生きる自分と決別したい人に必読の書
――『きけ わだつみのこえ ―日本戦没学生の手記』

日本戦没学生記念会（編） 岩波書店

小谷幸生　学長

自己中心的思想から抜け出そう！
――『人を動かす』デール・カーネギー（著） 山口博（翻訳） 創元社

岡田英幸　事務局長

謎解きは楽しい！
――『磯野家の謎 ―「サザエさん」に隠された 69 の驚き』

東京サザエさん学会（編） 彩図社

教養教育部　長谷川泰志　教授

わが人生、小説よりも奇なり！
――『冒険起業家 ゾウのウンチが世界を変える。』

植田絋栄志（著） ぞうさん出版

爲石夢実さん　経営学科３年・広島県／三次高校出身
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私
が
、「
外
交
史
」
と
い
う

学
問
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
の

は
、
私
の
物
心
が
つ
い
た
時
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が
ま
だ
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争
の
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っ
て

い
た
時
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だ
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と
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こ
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あ
る
か
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し
れ
な
い
。

　

小
学
校
高
学
年
の
こ
ろ
、
当

時
の
原
爆
ド
ー
ム
（
広
島
県
産

業
奨
励
館
）
を
撮
影
し
た
雑
誌

の
特
集
で
見
た
、
建
物
の
コ
ン

ク
リ
ー
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が
落
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鉄
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む
き

出
し
に
な
っ
て
い
る
悲
惨
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状

況
は
、
今
で
も
私
の
脳
裏
に
焼

き
付
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て
い
る
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子
ど
も
心
に

も
、大
変
威
力
の
あ
る
爆
弾
で
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建
物
が
被
災
し
た
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だ
と
理
解

で
き
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
や
大
学
院
生

の
頃
、
本
格
的
に
学
問
を
学
び

始
め
て
外
交
史
に
興
味
を
持
っ

た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
あ
の

写
真
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
政
治
学
、
国
際
関

係
論
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
科
学
系
の
学
問
を
勉
強
し
始

め
る
中
で
、
私
が
外
交
史
に
最

も
興
味
関
心
を
持
っ
た
の
は
、

外
交
や
国
際
関
係
が
持
つ
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
で
あ
っ
た
。

今
、
現
在
も
、
各
国
の
指
導
者

や
外
交
担
当
者
が
、
日
夜
、
必

死
に
外
交
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
現
代
の

国
際
社
会
の
構
造
が
で
き
あ
が

る
ま
で
の
国
際
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
象
や
出
来
事
が
ど
の
よ

う
に
起
こ
り
、
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
か
を
知
り
た
い
と

思
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と

き
、
最
初
に
出
会
っ
た
大
著
が
、

戦
後
の
代
表
的
な
国
際
政
治
学

者
の
神
川
彦
松
の
全
集
で
あ
っ

た
。
全
部
で
10
巻
ほ
ど
あ
り
、

私
が
読
ん
だ
の
は
、
そ
の
中
の

『
近
代
国
際
政
治
史
』
の
部
分

の
第
２
～
４
巻
だ
っ
た
と
思
う

が
、
各
巻
と
も
数
百
ペ
ー
ジ
程

度
あ
り
、
そ
の
質
と
量
に
圧
倒

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
学
問

分
野
の
偉
大
さ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
岡
義
武

『
国
際
政
治
史
』、
田
中
直
吉

『（
改
訂
）
世
界
外
交
史
』
と
い

う
質
的
水
準
の
高
い
専
門
書
に

出
会
い
、
国
際
関
係
史
や
外
交

史
と
い
う
学
問
分
野
に
大
き
な

興
味
が
湧
き
、
近
現
代
史
の
中

で
列
強
の
動
き
が
も
た
ら
す
国

際
関
係
や
世
界
秩
序
の
展
開
と

変
容
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思 教養教育部 寺本康俊 教授

私と外交史私と外交史

8月1日以降のイベント開催について
本誌掲載の8月1日以降開催予定のイベントにつきまして、今
後の新型コロナウイルス感染症拡大状況により変更となる可能
性がありますので、本学オフィシャルサイトを適宜ご確認くだ
さい。

う
よ
う
に
な
っ
た
。
前
者
は
内

容
が
精
選
さ
れ
、
後
者
は
内
容

が
豊
富
で
あ
っ
た
が
、
ど
ち
ら

も
10
回
以
上
、
繰
り
返
し
読
ん

だ
。
そ
の
う
ち
、
こ
う
し
た
国

際
社
会
の
中
で
、
日
本
外
交
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
持

ち
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
書
物
は
、

信
夫
清
三
郎
編『
日
本
の
外
交
』

と
い
う
名
著
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
幕
末
明
治
か
ら
戦
後
ま
で

の
時
期
に
お
い
て
、
国
際
環
境

の
中
で
の
日
本
外
交
が
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
か
を
的
確
に
叙

述
し
て
い
た
。

　

外
交
史
と
い
う
学
問
は
、
私

た
ち
が
生
き
る
現
代
社
会
の
基

礎
と
な
る
分
野
で
あ
り
、「
歴

史
の
教
訓
」
を
学
び
、
今
後
の

日
本
や
世
界
が
よ
り
良
い
社
会

に
な
る
た
め
に
も
、
多
く
の
学

生
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。

ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
学

生
時
代
に
、
こ
れ
は
と
思
う
学

問
に
出
会
い
、
ぜ
ひ
、
優
れ
た

本
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。

（
大
学
入
門
ゼ
ミ
、
興
動
人
入

門
ゼ
ミ
、
プ
レ
ゼ
ミ
、
日
本
外

交
史
、
国
際
関
係
論
、
政
治
学

Ⅰ
、
政
治
学
Ⅱ
ほ
か
）

　

自
身
の
大
学
生
活
に
お
け
る

選
択
科
目
で
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
が
ゼ
ミ
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
を
思
い
出
し
つ
つ
、
社

会
に
出
て
か
ら
少
し
で
も
役
に

立
つ
ゼ
ミ
活
動
を
目
指
し
て
い

る
。
発
想
や
関
心
領
域
は
で
き

る
だ
け
自
由
度
を
持
た
せ
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
自
由

さ
ほ
ど
不
自
由
な
も
の
は
な
い

と
い
う
の
が
多
く
の
学
生
の
本

音
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

与
え
ら
れ
る
仕
事
は
時
間
や
精

度
と
い
っ
た
制
約
は
あ
る
も
の

の
、
確
実
に
目
標
に
近
づ
く
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
大
き

な
答
え
の
な
い
課
題
を
与
え
ら

れ
た
と
き
、自
分
の
頭
で
考
え
、

調
査
し
、
先
人
た
ち
の
経
験
を

聞
き
、答
申
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
卒
業
論
文
の
執

筆
と
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
と

感
じ
る
。

　

私
た
ち
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
常
識
と
い
う
概
念
の

範
疇
に
収
ま
り
、
そ
の
枠
内
で

物
事
を
捉
え
が
ち
に
な
る
傾
向

が
あ
る
。
社
会
に
出
て
仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、｢

木
を

見
て
森
を
見
ず｣

と
い
う
言
葉

の
通
り
、
目
先
の
仕
事
に
追
わ

れ
視
野
が
狭
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
ゼ
ミ
生
に
対
し
て
の
論
文

指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
自
ら
考

え
、悩
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

答
え
が
な
い
課
題
に
対
し
て
、

自
分
自
身
の
考
え
を
第
三
者
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
試

行
錯
誤
の
連
続
は
、
社
会
に
出

て
か
ら
も
大
い
に
役
立
つ
も
の

で
あ
る
。

　

論
文
作
成
に
ル
ー
ル
が
あ
る

よ
う
に
、
仕
事
を
行
っ
て
い
く

上
で
も
ル
ー
ル
が
あ
る
。
そ
う

し
た
ル
ー
ル
を
守
り
つ
つ
も
、

既
成
概
念
を
取
っ
払
い
、
常
識

を
ぶ
ち
破
れ
る
よ
う
な
学
生
の

後
押
し
を
し
た
い
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
世
界
中
が
混

乱
す
る
中
、
こ
れ
ら
の
困
難
に

立
ち
向
か
う
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な

常
識
を
打
ち
破
る
ア
イ
デ
ア
が

打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
変
革
期
に
お
い

て
、
社
会
の
課
題
に
挑
戦
す
べ

く
、
ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て
、
本

学
が
掲
げ
る｢

ゼ
ロ
か
ら
立
ち

上
げ
る
」
興
動
人
を
目
指
し
、

今
後
の
社
会
を
担
う
学
生
た
ち

の
成
長
を
願
う
。

（
初
級
簿
記
Ⅱ
、
原
価
計
算
論
、

経
営
実
践
、
大
学
入
門
ゼ
ミ
、

興
動
人
入
門
ゼ
ミ
、プ
レ
ゼ
ミ
、

演
習
Ⅰ
ほ
か
）

経営学部
経営学科

藤原 久嗣 准教授

84

ルールを守り、
常識をぶち破れ！

卒業生の皆さま
広島経済大学

ホームカミングデー開催のお知らせ
経大祭　同時開催

問い合わせ先：総務部総務課　TEL.082-871-1000問い合わせ先：総務部総務課　TEL 082-871-1000

2020 年10月24日（土）
11：00 ～16：00（受付開始 11：00）

受付：広島経済大学 明徳館
　第50回広島経済大学同窓会総会開催
に合わせて、ホームカミングデーを開催
いたします。当日は第53回経大祭も同時開催。
思い出のある母校で懐かしい友人や教員と旧交を温め
ながら母校の「今」を感じてください。ご家族、ご友人
をお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

ホームカミングデーホームカミングデー
広経大オリジナルグッズ
進呈

広経大オリジナルグッズ
進呈

特典特典

　

令
和
２
年
度
広
島
経
済
大
学

学
生
表
彰
及
び
石
田
学
園
各
種

奨
学
生
が
決
定
し
た
。
今
年
度

は
、
学
生
表
彰
者
に
３
名
、
奨

学
生
に
24
名
の
学
生
が
対
象
者

と
な
っ
た
。決
定
し
た
表
彰
者
、

奨
学
生
は

次
の
と
お

り
。
※
石

田
学
園
ア

ク
テ
ィ
ブ

奨
学
生
は

後
期
に
決

定●
広
島
経

済
大
学
学

生
表
彰

（
３
名
）

学
部
の
２

～
４
年
次

生
に
お
い

て
、
前
年

度
１
年
間

に
39
単
位

以
上
修
得

し
た
者
の

中
で
の
学
業
成
績
の
順
位
が
各

学
年
で
第
１
位
の
者
。

西
村
祐
亮
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
４
年
）・
原
田
松
太
郎
（
経

済
学
科
３
年
）・
渡
川
蒼
太
（
経

済
学
科
２
年
）

●
石
田
学
園
学
業
奨
学
生
（
21

名
）

学
業
成
績
、
人
物
と
も
に
優
秀

な
学
生
に
対
し
て
支
給
。

田
村
諒
介
（
経
済
学
科
４
年
）・

山
下
諒
大
（
経
済
学
科
４
年
）・

古
川
和
暉
（
経
営
学
科
４
年
）・

箕
浦
和
也
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
４
年
）・
大
森
千
歳
（
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
学
科
４
年
）・
村
上

千
恵
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
４
年
）・
中
野
亜
香
璃
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
４
年
）・

五
龍
神
田
絢
香
（
経
済
学
科
３

年
）・
原
田
松
太
郎
（
経
済
学

科
３
年
）・
崎
須
賀
亮
（
経
済

学
科
３
年
）・
谷
口
幹
拓
（
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
３
年
）・
高

垣
梨
菜
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科

３
年
）・
熊
田
奏
（
メ
デ
ィ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
）・
畑
間

菜
都
美
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
３
年
）・
片
山
息
吹
（
経

済
学
科
２
年
）・
渡
川
蒼
太
（
経

済
学
科
２
年
）・
平
田
佳
豊
（
経

営
学
科
２
年
）・
田
中
皓
大
（
経

営
学
科
２
年
）・
本
永
彩
乃
（
経

営
学
科
２
年
）・
常
永
龍
平
（
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
２
年
）・
高

宮
あ
い
梨
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
２
年
）

●
石
田
学
園
学
部
と
の
５
年
プ

ロ
グ
ラ
ム
奨
学
生
（
前
年
度
か

ら
の
継
続
３
名
）

専
門
的
な
知
識
の
修
得
及
び
高

度
な
研
究
活
動
を
志
す
者
に
支

給
。

小
川
範
智
（
大
学
院
前
期
課

程
）・
川
城
孝
輔
（
大
学
院
前

期
課
程
）・
木
村
雄
介
（
大
学

院
前
期
課
程
）

広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰

広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰

石
田
学
園
各
種
奨
学
生

石
田
学
園
各
種
奨
学
生

令和2年度

決
定
決
定

表彰状及び認定証授与式の様子

　10月24日（土）、25日（日）広島経済
大学において第53回経大祭を開催しま
す。今年のテーマは「connect」です。
この「connect」という言葉には、（人と
人を）つなぐ、つながる、といった意
味があり、広島経済大学の学生たち、
他大学の方々、大学祭に来場した方々、
地域の方々とより良い関係をつなぐ意味も込められています。
　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、開催が心配されていますが、第53期
大学祭実行委員会全員で感染症予防対策、準備などを頑張っています。今年も来場者の
皆さんに楽しんでいただける、たくさんの企画を用意しています。ぜひお越しください。

第53回 経大祭開催

10/24（土）・25（日）
テーマ：「connect」

問い合わせ先：学務センター学生課　TEL 082-871-1003

オープンキャンパス開催！

問い合わせ先：入試広報センター　TEL 082-871-1313

学部・学科別模擬授業、
なんでも相談コーナー、
入試説明会のほか特別プ
ログラム「先輩の声を聞
こう！」などさまざまな
イベントを用意し、皆さ
んのお越しをお待ちして
お り ま す。「Web OPEN 
CAMPUS」も公開中‼

8月22日土23日日 10：30～15：30

　祇園・興動祭は「地域とのつながりや交流によっ
て祇園地区を活性化させる」ことを目的に、平成18
年から毎年開催してきました。15回目を迎えた今年
は11月15日（日）、広島経済大学興動館において開
催いたします。ステージや屋台など、多彩な催しを
ご用意して皆さまのご来場をお待ちしております。

第15回 祇園・興動祭 開催のお知らせ
開催日：令和2年11月15日（開催日：令和2年11月15日（日日））

問い合わせ先：興動館 TEL 082-832-5010
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◆広島経済大学経済研究論集　第43巻　第1号　（2020年7月）
【論　説】
新型コロナウイルス感染症ショックと
プロバスケットボールリーグの戦力均衡
―B.LEAGUEとNBAにおける2019-20シーズン中断の経験―
� 永田　智章（教　授）
内発的モチベーションと創造的な取り組みに対する外的報酬が
営業担当者のクリエイティビティに及ぼす影響
� 関　隆教（助　教）
欧米小売大手の中国市場における販売方策の特徴
� 白　娜仁格日楽（広島経済大学大学院博士課程後期課程）
【令和元年度博士学位論文要旨】
中国の金融制度改革と中国商業銀行のリスク管理� 馮　萌芸

◆広島経済大学研究論集　第43巻　第1号　（2020年7月）
【論　説】
スポーツ事故における傷害補償制度の国際比較研究(1/4)
―日本、ニュージーランド、イギリス、スウェーデンを対象に―
� 内海　和雄（名誉教授）
カリキュラム・マネジメントを充実させる校内研修
―研究授業を通したルーブリックづくりを中心にして―
� 胤森　裕暢（教　授）
� 波多野　徹（前 広島県立三原東高等学校校長）
� 杉原　慶一（広島県立三原東高等学校教諭）
日本の相続法における単純承認と限定承認に関する研究
� 餅川　正雄（教　授）
スプリントにおける伸張反射プログラムが
陸上競技選手のパフォーマンス向上に及ぼす有用性
―異なるトレーニング環境が加速能力に与える影響について―
� 松田　亮（准教授）
� 田村　孝洋（中村学園大学助教）

【資　料】
スポーツ推進委員の活動意識に関する調査報告
� 松本　耕二（教　授）
� 渡辺　泰弘（准教授）
マラソングランドチャンピオンシップ
兼　東京2020 オリンピック日本代表選考競技会
兼　第103 回日本陸上競技選手権大会（東京都）視察報告
―男子マラソン種目に着目して―� 尾方　剛（准教授）

学生の皆さんへ
　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最
新号は、1 号館玄関・図書館・メディア情報センター等に置い
ていますので、 各自自由に持ち帰ってください。また、バック
ナンバーをご希望の場合は、地域経済研究所まで来てください。

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜］

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程[研究者養成コース・経済学専修
コース]10名（外国人留学生、国外受験者、外国人留学生指定校推薦を含む）

出 願 期 間 Ⅰ期＝2020年8月3日（月）～8月18日（火）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝2021年1月15日（金）～2月2日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 Ⅰ期＝2020年9月1日（火）･2日（水）
Ⅱ期＝2021年2月17日（水）･18日（木）

合 格 発 表 Ⅰ期＝2020年9月9日（水）午前10時
Ⅱ期＝2021年2月26日（金）午前10時

［社会人特別選抜］

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程 [経済学専修コース]若干名
(外国人留学生を含む)

出 願 期 間 Ⅰ期＝2020年8月3日（月）～8月18日（火）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝2021年1月15日（金）～2月2日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 Ⅰ期＝2020年9月2日（水）
Ⅱ期＝2021年2月18日（木）

合 格 発 表 Ⅰ期＝2020年9月9日（水）午前10時
Ⅱ期＝2021年2月26日（金）午前10時

■大学院　博士課程後期課程

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程（研究者養成コース）3名
（外国人留学生、国外受験者を含む）

出 願 期 間 2021年1月15日（金）～2月2日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 2021年2月17日（水）
合 格 発 表 2021年2月26日（金）午前10時

■学部　総合型選抜

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）20名

エントリー期間 Webのみ　2020年6月14日（日）～9月6日（日）
全体説明・
一 次 面 談 2020年7月25日（土）～9月16日（水）

出 願 期 間 2020年9月15日（火）～9月28日（月）【締切日消印有効】
二 次 面 談 2020年10月9日（金）～10月19日（月）のうち、いずれか1日
合 格 発 表 2020年11月2日（月）午後5時

■学部　学校推薦型選抜（特別推薦）

募集人員
経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）

（スポーツ分野35名､特定資格分野15名、海外経験分野2名）
※スポーツ経営学科はスポーツ分野のみ募集

出願期間 2020年11月1日（日）～11月9日（月）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年11月20日（金）
合格発表 2020年12月2日（水）午後5時

■学部　学校推薦型選抜（資格スカラシップ）【1 期・2 期・3 期】

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

１
期

出願期間 2020年11月1日（日）～11月9日（月）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年11月20日（金）
合格発表 2020年12月2日（水）午後5時

２
期

出願期間 2021年1月4日（月）～1月22日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2021年2月6日(土)
合格発表 2021年2月16日（火）午後3時

３
期

出願期間 2021年2月17日（水）～2月25日（木）【締切日消印有効】
試 験 日 2021年3月4日(木)
合格発表 2021年3月11日（木）午後3時

■学部　学校推薦型選抜（一般公募制）

募集人員 経済学部（経済学科55名）／経営学部（経営学科50名・スポーツ経営学科10名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科10名・メディアビジネス学科10名）

出願期間 2020年11月1日（日）～11月9日（月）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年11月20日（金）
合格発表 2020年12月2日（水）午後5時
※3学科併願制　1回の受験で3学科まで出願することができます。

■学部　一般選抜（1 期・2 期）

１
期

募集人員
経済学部（経済学科105名）／経営学部（経営学科100名・スポーツ経営
学科25名）／メディアビジネス学部（ビジネス情報学科25名・メディア
ビジネス学科25名）

出願期間 2021年1月4日（月）～1月22日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2021年2月6日（土）・7日（日）
合格発表 2021年2月16日（火）午後3時

２
期

募集人員
経済学部（経済学科20名）／経営学部（経営学科20名・スポーツ経営学
科5名）／メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディアビジ
ネス学科5名）

出願期間 2021年2月17日（水）～2月25日（木）【締切日消印有効】
試 験 日 2021年3月4日(木)
合格発表 2021年3月11日（木）午後3時

※試験日自由選択制　2月6日・7日の試験日をどちらか、又は両日とも選択できます。
　両日とも同一学科を受験した場合は、高い方の合計得点で選考します。【1期のみ】
※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願することができます。

■学部　共通テスト利用選抜（1 期・2 期）

１
期

募集人員 経済学部（経済学科40名）／経営学部（経営学科40名・スポーツ経営学科10名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科10名・メディアビジネス学科10名）

出願期間 2021年1月4日（月）～1月29日（金）【締切日消印有効】
合格発表 2021年2月16日（火）午後3時

２
期

募集人員 経済学部（経済学科10名）／経営学部（経営学科10名・スポーツ経営学科5名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディアビジネス学科5名）

出願期間 2021年2月17日（水）～2月25日（木）【締切日消印有効】
合格発表 2021年3月11日（木）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願することができます。

■学部　社会人入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 2021年2月17日（水）～2月25日（木）【締切日消印有効】
試 験 日 2021年3月4日(木)
合格発表 2021年3月11日（木）午後3時

■学部　編入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／メディア
ビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 2021年2月17日（水）～2月25日（木）【締切日消印有効】
試 験 日 2021年3月4日(木)
合格発表 2021年3月11日（木）午後3時
※�希望者は、2020年10月5日（月）までに入試広報センター（082-871-1313）

へご連絡ください。

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／メディア
ビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　6名

出願期間 2021年1月4日（月）～1月19日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 2021年2月4日（木）
合格発表 2021年2月16日（火）午後3時
※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することができます。

■学部　外国人留学生入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期）

募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 Ⅰ期＝2021年1月4日（月）～1月19日（火）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝2021年2月5日（金）～2月19日（金）【締切日必着】

試 験 日 Ⅰ期＝2021年2月4日（木）／Ⅱ期＝2021年3月2日（火）
合格発表 Ⅰ期＝2021年2月16日（火）午後3時／Ⅱ期＝2021年3月11日（木）午後3時
※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することができます。

■学部　外国人留学生のための書類選考による入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／メディア
ビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 2021年1月4日（月）～1月19日（火）【締切日消印有効】
選 考 日 2021年2月4日（木）
合格発表 2021年2月16日（火）午後3時

令和3年度 学生募集要項
学部及び大学院の入試要項を配付しています。
お申込みは本学オフィシャルサイト・電話・メールなどで。
〒731-0192　広島市安佐南区祇園五丁目37番1号

（学部・大学院）入試広報センター 082-871-1313 ／ ent-sc@hue.ac.jp
（留学生）国際教育交流センター 082-871-1002 ／ int-sc@hue.ac.jp
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　本書はイギリスの医師だったジェンナーが、天然痘
の予防接種について初めて発表した論文である。天然
痘は多くの死者を出した伝染病で、世界中で最も恐れ
られた病気のひとつとされる。
　ジェンナーが天然痘の予防接種を発見したのは「牛
の乳搾りを仕事にしている女性は、牛の天然痘である
牛痘にかかっても、人の天然痘にはかからない」とい
う、イギリスの田舎に伝わる話がきっかけだった。牛
痘のウイルスを接種することで、天然痘を安全に予防
できるのではないかと考えた彼は、牛痘になった人が天然痘を発病しなかった多数の症
例を集め、その予防効果を確信した。
　長年にわたる基礎研究を重ねた後、乳搾りの女性にできた牛痘から膿をとり、８歳の
少年の腕に接種する実験を行った。少年は少し体調を崩したものの翌日には回復し、そ
の後、天然痘の患者からとった膿を接種しても発病せず、牛痘による予防接種が成功した。
　本書はこの一連の研究結果をまとめた論文で、接種後に現れた牛痘の様子を描写した
カラー挿絵が含まれている。牛の病気のウイルスを人体に接種して免疫を作るという斬
新な方法は激しい批判を浴びたが、すぐに翻訳されてヨーロッパはもちろんアメリカや
アジアへと瞬く間に広まり、免疫学の歴史を発展させる名著となった。

ジェンナー「牛痘の原因および効能に関する研究」
初版　1798 年　ロンドン刊
Jenner, Edward, 1749-1823. 
An inquiry into the causes and effects of the variolae vaccinae a disease discovered in some of the 
western countries of England, particularly Gloucestershire, and known by the name of the cow pox. 
London: Sampson Low, for the author, 1798.
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同窓会留学生奨学生決定
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し
た

　同窓会では、外国人留学
生を支援する「同窓会留学
生奨学金」を毎年１名に年
額 50 万円支給している。今
年度は中国出身の高艶さん

（コウ・エン／経営学科３年）
に決定した。

〈高艶さんの話〉
　奨学生に選んでいただき、
心から感謝しています。私
は現在、経営学だけでなく
国際経済や他学科の分野にも興味を広げて学んでいま
す。また、興動館科目など広島経済大学独自のユニーク
な学びにも力を注いでいます。ここでの学びを通して人
と支え合うことの大切さを実感しています。今後はさら
に専門知識と社会での実践力を鍛えていきたいと考えて
います。
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同窓会留学生奨学生に
決まった高艶さん

アルコールを寄贈いただいた
みずほ証券株式会社 広島支店 丸茂裕昭 支店長
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　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメール
マガジンで配信しています。ぜひ、ご登録のうえご覧い
ただき、広島経済大学及び学生たちのことを知る一助に
していただければと思います。保護者の皆さまの多数の
ご登録をお
待ちしてお
ります。登
録方法はオ
フィシャル
サイトから

“ 保 護 者 の
方”をクリッ
クしてくだ
さい。

保護者様向けメールマガジン配信中保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）（通称：HUE（ヒュー）メル）


